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はじめに

　フィリピンには、近年、多くの日系企業が進出しつつある。その理由として経済成長が著

しく新たなマーケットとして魅力がある、輸出関連産業に対する優遇策がある、英語が日常

的に通じる、労働コストが安い、取引先が既に進出しているなど様々なものがあると考えら

れる。

　このような中で、環境庁では平成7（1995）年度に、フィリピンをはじめとする東南アジ

ア諸国に進出している日系企業が、実際にどのような環境配慮を実施しているのか等につい

てのアンケート調査を実施した。このアンケート調査において、海外進出企業の環境対策の

一層の充実のために日本政府に期待することとして、「各国の環境に関する情報提供（マニ

ュアルの作成等）を望む」との回答が最も多かった。また現地ヒアリング調査においても、

各国の環境規制や環境問題の現状等を取りまとめたマニュアル、先進企業の対応例などを取

りまとめた事例集などの作成に対する要望が聞かれた。

　このため、環境庁の平成8（1996）年度委託調査として、フィリピン日本人商工会議所を

はじめとする多数の方々のご協力も得て、フィリピンにおける日系企業の環境への取り組み

に関する情報・事例集を作成した。

　本書では、水質汚濁防止や大気汚染防止などに関する最新の環境規制の状況、それに対応

した先駆的取り組みをしている日系企業の事例、昨今大きく注目を集めているISO14001など

の状況、及びこれに対応した環境マネジメントシステム構築の事例、フィリピンにおいて環

境への取り組みを実施する上での留意点などを取りまとめた。

　本書が、すでにフィリピンに進出している日系企業における環境への取り組みの進展、さ

らにはこれからフィリピンに進出しようとしている企業がより的確な環境への取り組みを

実施する上での参考となれば幸いである。

  終わりに本書作成に当たり絶大なるご協力をいただいたフィリピン日本人商工会議所、お

忙しい中、事例調査等にご協力をいただいた日系企業の方々及びフィリピン政府関係機関に

厚く御礼申し上げる次第である。
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■本書の構成と使い方

　本書は以下のような構成になっているが、各章がそれぞれ独立しており、各企業の実状に

あわせて、必要性の高いところから読むことができるよう配慮をしている。

　第１章では、フィリピンにおける環境問題の現状と法規制等の動向について、可能な限り

最新の情報を取りまとめた。

　第２章では、このような環境規制に対応して、フィリピンの日系企業に現地ヒアリングを

行い、実際に取り組まれている排水処理関連の事例を紹介した。

　第３章では、いわゆる「エンド・オブ・パイプ」の公害防止対策ではなく、クリーン・テ

クノロジーなどと呼ばれて、近年大きな注目を集めている製造工程の工夫による環境負荷低

減の事例を紹介した。

　第４章では、その他の取り組みとして、製品における環境配慮及び社会貢献の事例を紹介

した。

　第５章では、ＩＳＯ（国際標準化機構）が1996年9月に発行させたISO14001環境マネジメ

ントシステム規格に対応して、環境マネジメントシステムを構築した事例を紹介した。

　第６章では、フィリピンの日系企業において環境への取り組みを実施している担当者によ

る座談会を開催し、フィリピンで環境公害対策を進める場合の課題や特殊な事情、経験した

トラブルや苦労などについて取りまとめた。事例などでは紹介しにくい取り組みのあり方に

ついて、参考になると考えている。

　さらに、資料編として、

　　・フィリピン及び日本における環境関連窓口

　　・フィリピンの環境関連法規

　　・フィリピン等アジア諸国における日系企業の環境への取り組みの現状

　　・環境への取り組みを実施する上で背景として理解すべき地球環境問題についての解　

　　説

　　・環境マネジメントシステムの概要

などを掲載した。

　なお、参考までに1フィリピンペソ≒5円（1997年3月時点）である。
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